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 ぼっちのための救済措置 〜新ゲーム開発しました〜 

F10班 

宮城県仙台第三高等学校 

 

友達は私達の日常生活で重要な役割を果たすが、人見知りの人は友達を作る事が苦手なこ

とが多い。そのような人たちでも友人関係を構築することが容易になる方法を考えようと思

い、体育祭などの行事の後に新たな友人関係が構築されやすいということに着目し、体育祭

後にアンケートを取ったところ、練習している時や応援時に仲良くなったということが分か

った。そこで、共通の目的を通して、一緒になって喜ぶことの出来る事を一緒にした後に仲

間意識が芽生え、友人関係を構築できるのではないかと考え、友人関係構築を容易にできる

ゲームを考案することにした。アンケートの結果と、小学生にアメフトをさせたところ、親

密化が図れたという参考実験からゲームに必要な要素を考えたところ、①作戦を必要とする 

②チームで競い合うことができる となった。この要素をもとにオリジナルゲームを作成し

た。(資料①②)このゲームを実際に行うことはできなかったが、教育現場などに提案して社

会貢献できれば本望である。 

 

１ 背景 

 私達の人生にとって「友達」は大事な存在であ

る。友達が果たす役割には趣味や余剰の共有など

様々なものがある。しかし、なかには人見知りなど

の理由により、友達を作るのが難しいと考える人も

いる。友達が欲しい。しかし簡単には作れない。私

たちはそのような人たちを救おうと思った。そう思っ

た時、体育祭や文化祭などの行事の後に友達がで

きやすいということを知り、友人関係構築のきっかけ

には行事のようなイベントやゲームが適していると

考え、ゲームを新しく作成しようと思った。しかし、何

もない状態から作るのは困難なので、当時時期が

近かった体育祭に目をつけ、ゲームに含むべき要

素を見つける目的で体育祭後に「新しい友達につい

て」のアンケートをとった。 

 

２ アンケート 

 ・仙台三高前期体育祭(7月 11~12日開催)後 7

月 19~8月 17日に 2年 6~8組の新しい友達がで

きたという 28名の生徒を対象 にアンケートを実

施。 

 

アンケートの目的 

 1.何かを一緒にしている時、または何かを一緒に

見ている時のほうが友達ができやすいのかを調べ

るため 

 2.喜びを分かち合う、またはその人の意外な一面

を見たほうが、仲良くなれるのかを調べるため  

         

 仮説:目的をもって一緒に何かをしながら喜びをわ

かちあうと心の距離が縮まる 

 

・質問事項   

 1 体育祭を通して新しい友達ができたと最も感じ

た場面  

    ・競技中、応援、練習中、休憩中、その他   (項

目とそのエピソード) 

   2 何がきっかけで仲良くなったか   

   ・ 新しい一面を見た、喜びを分かち合った(応

援中、試合中)   

 

３ 結果と考察 
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結果から... 

・目的をもって活動を一緒にしてるのほうが仲良くな

りやすい                 

   ・喜びを分かち合うことのほうが仲良くなりやすい 

 

4 考察 

 1 目的をもって活動をしながらコミュニケーションを

とることで仲良くなれる   

2 一緒に喜びあうと仲間意識が生まれ、仲良くなれ

る 

 

5 参考 

とある小学校のあるクラスで生徒達にアメフトをやら

せた結果、生徒達の親密化が図れたというデータ

がある。このデータによると、共同作業による相互

の関わり合いにより、子供相互に自己開示と受容

の関係が繰り返される。その過程により、自己相手

の人間関係が深化・発展する。なかでも、自分は相

手からそれなりに大切にされていると感じる気持

ち、「被受容感」の高まりは親密化のための大きな

要因である。また、試合に勝利することで得られる

自他の「身体的有能さの認知」や「統制間」なども一

つの要因である。と述べられている。 

 

6 まとめ 

考察と参考の研究をもとに新しいゲームに含むべき

要素を考えた。 

①競いあえる(喜び合うことで、自己開示や被受容

感を促進する) 

②作戦がなければ絶対に勝てない (自己開示の機

会を多くする) 

そしてこれらの要素をもとにゲームを作成した。(資

料①②) 

 

作成したものの実践する機会がなかったので、この

ゲームがどれほどの効果を発揮するかを知ること

ができなかったが、このゲームは話し合う機会が多

いうえ、競い合うこともでき、この二つの要素は参考

で書いたような自己開示と受容感の促進を期待でき

る。人見知りの人でも、自己を他者に開示すること

がある程度容易になり、結果、そのような人たちの

友達作りのきっかけとなると考える。今後はこのゲ

ームを教育現場などに提案し、入学してまもない頃

の学生同士の人間関係作りに役立てたい。そして、

いつかこのゲームが全国で実施され、友達ができな

いという人が全国から 1人もいなくなることを望む。 
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